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 主    題  （２０１０～２０１１ ） 

・ 国際協会会長  『Once More We Stand.「心新に立ち上がろう」』 
      藤井 寛敏（東日本区 東京江東クラブ） 
    スローガン 『Build a Bridge to the Future』 

          「明日《あす》への橋を架けよう」 

・ ｱｼﾞｱ地域会長 『Once More We Stand.｢心新に立ち上がろう｣』 

高田 一彦（東日本区 横浜クラブ） 

・ 西日本区理事 『飛翔たとう ワイズスピリットを胸に』 

｢Forward with Y’s men’s spirit in our hearts｣ 
仁科 保雄（京都キャピタル） 

    副  題 『Let’s meet challenge with calmness』 「泰然自若の精神で」 

・ 六甲部 部 長 『Show Y’s care, Sow the seed of Y’s』  
       安行 英文（さんだクラブ）  「ワイズの心を、ワイズの種をまこう」 

・ 西宮クラブ  会長  馬場 一郎   『交わりを大切に、クラブライフをエンジョイしよう』  
                   「Let’s enjoy our club life through friendship!」  

２０１１年６月 西日本区強調ポイント“評価・計画”全ての事業について評価される結果を残し、更なる発展 

を次期にゆだねる。一年間の事業活動内容を提出し、その評価を得る。 仁科 保雄理事(京都ｷｬﾋﾟﾀﾙｸﾗﾌﾞ) 
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クラブ主役員 
会  長 馬場 一郎 
直前会長   浅野 純一 
副 会 長 濵崎 進一 
副 会 長 清水 彬久 
書  記 廣瀬 一雄 

書  記 阪根   新 

会  計 岩田 健司 
会  計 足立 康幸 
監   事 藤原 百合子

担当主事 三島 浩司 
六甲部監事 山口 政紀 
部広報主査 浅野 純一 
区次期交流 廣瀬 一雄 

 
２０１１年６月第１例会のご案内 
 

日時： ２０１１年６月１７日(金) 午後７時～９時 
場所： 西宮ＹＭＣＡ保育園３Ｆ 

ドライバー：   廣瀬一雄メン､ 馬場一郎会長 
 

１． 開会点鐘          馬場会長 
２． ワイズソング         一同 
３． 聖句朗読 
４． ゲスト紹介          馬場会長 
５． 食前感謝 
６． 会食              一同 
７． 今期の評価           馬場会長 
８． 次期方針・計画       濵崎次期会長 
９． 次期予算・今期仮決算   足立会計 
10．誕生日のお祝い 
11． Y’s ニュース・お知らせ    馬場会長 
12． YMCA 報告          三島主事 
13． 閉会点鐘           馬場会長 

今 月 の 聖 句  

『主は平和を宣言します 
御自分の民に 主の慈しみに生きる人々に 
彼らが愚かなふるまいに戻らないように』 
                         

詩編８５編９節     清水彬久メン 選 

５月 例会出席状況  在籍会員数 ２２名 

第１例会(5．21 金)   第２例会（5．6金） 

メ ン    １９名   メ ン     １２名 

ﾒﾈｯﾄ・ｺﾒｯﾄ  ２名    メネット      ０名 

ｹﾞｽﾄ･ﾋﾞｼﾞﾀｰ  ５名      ｹﾞｽﾄ･ﾋﾞｼﾞﾀｰ   ０名 

合計２６名 make-up２名    合計 １２名  

    出席率９５.５％ 

スポンサークラブ 

 大 阪 クラブ 

ＤＢＣ 締結 

近江八幡クラブ 

広 島 クラブ 

ファンド・BF の累計      5 月   累 計 
ニコニコ ファンド     3,000ｐ    40,602p  
Brotherhood Fund     5,400ｐ   35,400p 
東日本支援        3,600ｐ     3,600p 

     ＨＨＨａａａｐｐｐｐｐｐｙｙｙ   ＢＢＢｉｉｉｒｒｒｔｔｔｈｈｈｄｄｄａａａｙｙｙ   ＴＴＴｏｏｏ   ＹＹＹｏｏｏｕｕｕ 

         お誕生日おめでとうございます 

6/13 山口洋子ﾒﾈｯﾄ   6/21 浅野恭子ﾒﾈｯﾄ 

6/17 岡田春美ﾒﾈｯﾄ 
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会長メッセージ  

馬場 一郎 会長 

 会長メッセージも今回で最後となりました。 

 1年間ありがとうございました。みなさんの

ご協力の中で、なんとかやり終えることができ

そうです。お受けしたときは、ちゃんと役割を

果たせるかどうか心配でしたが、ワイズのさま

ざまなことや、メンバーの人となりがよくわか

って、大変でしたが有意義な1年間でありまし

た。みなさんのサポートが本当にありがたかっ

たです。 

 会長はバトンタッチしますが、積み残しが2

件あります。1件は東北地方大震災の支援につ

いてのことです。今回現地を訪問し、何ができ

るのか、探ってきたいと思います。無理のない

ように、長く支援ができるシステム、体制を考

えてみたいと思います。もうひとつはサポート

クラスの支援です。2月の例会ではファミリー

を対象に支援を考えていく方向が出されてい

ます。先日の懇談会でもそのことが話されまし

た。ただ、サポートクラスのファミリーが本当

につながりを求めているのか、求めていないの

ではないか。いやそういう交流の場の設定がな

く、有意義な体験がないだけで本当は求めてい

る・・・などいろいろな意見が出されました。

これも無理のない形で、継続していけるシステ

ムを考えていきたいと思います。ぜひご協力を

お願いします。 

 今期の方針の大きな命題であった、「例会か

ら実践を生み出したい」という願いはなかなか

実現できそうにありません。楽しくなければワ

イズではないと思います。私たちは時間を提供

し、知恵を提供し、力を提供することは厭いま

せん。でもやはり楽しくなければいけないと思

います。楽しい交流や有意義なやりがいの感じ

る時間をみなさんで共有することこそがワイ

ズの活動ではないかと、1年間やらしてもらっ

ての実感です。そのなかで、何か実践につなげ

られることが模索できたら、ということは例会

ごとに考えてきましたが、答えは出ませんでし

た。これも私の中では大きな継続事項のひとつ

です。 

 最後に、大変でしたが有意義な楽しい1年を

ありがとうございました。これからの西宮クラ

ブのますますの発展を願って・・・・、濵崎次

期会長よろしくお願いします。 

 

５月 例 会 報 告 
       ドライバー 清水 彬久メン 

小野 勅紘メン 

日時：2011年５月２１日(土)１８時－２０時 

会場：ヴォーリーズ六甲山荘 

出席：浅野、石井、岩田、岡田、小野、清水、

堤、長井、濵、濵崎、馬場（一）、馬場（貴）、

藤原、丸山、万本、三島、山口(政)、山口（吉）、

山本の各メン、ｳｨﾒﾝ。ビジターは水野総主事、

加茂さん（神戸西）、桑野さん（芦屋）。 

清水メネットやアメニティ 2000 協会の御勢さ

ん他にお手伝いただいた。 

 
ｳﾞｫｰﾘｰｽﾞ六甲山荘でｱﾒﾆﾃｨ 2000協会の説明をする清水ﾒﾝ 

ナショナル・トラスト運動を推進する清水メ

ンが主宰されているアメニティ2000協会が、

旧小寺邸を甲南女子大学から購入し、保存運営

されている、この建物「ヴォーリーズ六甲山荘」

で一度例会を持ちたいと役員会では話し合わ
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れていましたが、５月の例会で漸くこの機会に

実現することになりました。 

 平素は第３金曜に持たれていた例会を土曜

日に変えてゆっくり食事を戴きながら、 

清水メンからアメニティ２０００協会の活動

に合わせて建物の詳細の説明を頂いた。昨年１

０周年を迎えた同協会は多くの支援者のもと

に活動を支えられている大切な活動である。昭

和９年に当時関西学院に勤務する小寺敬一氏

の別荘として建設されたこの建物は８０年近

く経っているにも拘わらず、今でも充分使用に

耐えるレトロな佇まいを醸し出す。周りは鬱蒼

として夜には、殆ど灯りがないので外出はまま

ならないが、夏の別荘としては最高の建物であ

る。貴重な建物の内部を巡ぐり堪能して下山し

た。（小野） 

清水ﾒﾈｯﾄの手作り料理を頂く   清水ﾒﾝのｻｰﾋﾞｽを受けながら・・・ 

ベッドルーム    小寺敬一氏のグラフィティ 

 

 
２０１１～１２ 交流事業主任 廣瀬 一雄メン 
５月５日(木・祝)に神戸ポートクラブ主催の

東日本大震災救援平和チャリティコンサート

に参加しました。会場は神戸栄光教会でしたが

西宮クラブからは私とメネット、山口吉郎メン

の3名。偶然にも芦屋クラブからも上野、桑野、

柏原さんの3名でコンサート終了後の打ち上げ

にも高石ともやさん、ポートクラブの大野メン

の所属する須磨ウエストバンドの面メンとご

一緒しました。 

５月７日（土）には神戸YMCA125周年記念式

のプレイベントでパートナーＹＭＣＡの集い

が神戸ＹＭＣＡチャペルで国際委員会の若者

の手で進められました。神戸Ｙとの繋がりのあ

るシアトル、韓国の水原、大田、台湾の高雄，

タイのチェンマイのＹの方々との交流でした。

その後グリーンヒルホテル神戸に会場を移し、

海外ゲスト歓迎レセプションに参加しました。 

翌５月８日(日)は三宮会館の体育館で記念

式典が催され仁科理事、メネット、浅岡次期理

事も熱気溢れる会場にご出席くださり、和歌山

の元理事、神谷さんもお見えいただきましたが

式典でワイズメンズクラブのご紹介がなく少

しがっかりの人も・・・。 

夜には六甲部８クラブがそれぞれ海外のＹ

の接待を受け持ち、韓国のふたつのＹを神戸ポ

ート、神戸西のワイズと西宮の私も参加して楽

しいひと時を持ちました。 

５月１４日(土)は神戸元町、兵庫県庁の北側

にあります相

楽園会館で神

戸西クラブ５

０周年記念例

会がありまし

た。野口会長、

加茂実行委員
ｳﾞｫｰﾘｰｽﾞ六甲山荘でｱﾒﾆﾃｨ 2000協会の説明を受ける会員 

ＤＢＣ３ﾜｲｽﾞの面々 於：相楽園 
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長、大田次期会長はじめ余り多くないメンバー

が頑張って記念式、記念懇親会を執り行い、そ

れぞれに頑張りが見受けられました。次期理事

の近江八幡クラブから8名もの参加があり、例

会終了後ツツジの美しい庭園をご一緒に散策

しました。 

その後近江八幡

は２台の車で、

広島クラブの片

岡メンと西宮の

廣瀬は道案内で

山本メンのキラ

ラまでご一緒に、

西宮の他のメンバーは電車で先発隊で現地へ。

トライアングルＤＢＣの懇親会を持つことが

できました。一部の西宮のメンは神戸Ｙ１２５

周年イベントのハンドベルコンサートに参加、

終了後キララへ芦屋クラブのウイメンと連れ

持って現れましたが一層の盛り上がり。名残り

は尽きませんでしたが夜も更け八幡の皆さん

は名神高速での帰路に就かれました。 

５月１８日（水）に芦屋クラブの例会に御誘

いを受け、ブルーミンメド―での畑儀文さんの

素晴らしい歌声を聴かせてもらう約束をして

いましたが、前日に父が亡くなり急遽キャンセ

ルせざるを得ませんでした。 

５月２１日（土）は六甲部準備役員会が神戸

Ｙであり馬場次期交流主査、濵崎次期会長とも

ども出席をする予定でしたが前日は葬儀でこ

ちらも欠席。 

同日夕方から六甲山のヴォーリス六甲山荘

で西宮クラブ第一例会。ﾒﾈｯﾄ共々参加の予定で

したがお休みさせて頂きました。少し残念。 

５月２４日(火)に神戸Ｙのチャリティゴル

フにエントリーし山口メンに千刈ＧＣまで車

でご一緒にとお願いしていましたが、世話役の

濱メンに電話で不参加のお願い。またまた残念。 

５月２８日(土)に高瀬ワイズの岩国みなみワ

イズメンズクラブのチャーターナイトに西宮

クラブからのお祝いを持参し出席を、と計画し

神戸ポートの大野メンと一緒に走っていこう

（但し今回は車で）と話しをしていましたが、

こちらは仏事の関係で中止。お祝いは学園都市

の藤井次期ＬＤ委員長さんにおコトヅケ、錦帯

橋が眼前に眺める岩国国際観光ホテルでどう

ぞよろしく。 

 

神戸ＹＭＣＡ創立１２５周年記念事業を成功

させよう 

 
 

（その 10） 
１ ２ ５ 周 年 記 念 事 業 実 行 委 員 長    

 
神戸ＹＭＣＡ１２５年の先達の偉業をレビュー

しています。 

5/8の記念礼拝、式典は５７０名のご参列を得

て盛会であったと感謝いたします。式典の閉会

挨拶で、ＹＭＣＡ運動の原動力について触れま

した。私たちは、なぜＹＭＣＡに集まり、働こ

うとするのか？また、なぜ仲間を増やし交流を

深めようとするのでしょうか？ それは、ＹＭ

ＣＡに集まる仲間を愛し、ＹＭＣＡ運動を愛し

ているからだと思います。ワイズメンズクラブ

の活動もここに源があると思います。そして、

その原動力となるものは、若いリーダーやスタ

ッフがひたむきに働くことで成長していく姿

に感動し、子供たちがプログラムを通じてかけ

がえのない経験をして成長する姿に感動する

こと。そしてその感動を共感できる仲間がいる

ということではないかと思うのです。式典の最

後に、リーダー達がまさに光り輝くような表情

   長井 慎吾メン 

１２５周年に際し活動

の原点を振り返るため、

ﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙＤＢＣ懇親会 於：キララ 
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で歌ってくれました。「やっぱりＹＭＣＡはい

いなあ！若いリーダー達が先頭に立っている」

と思いました。そして周りにはこれを支えよう

とする仲間が同じような表情で声を合わせて

いるのです。理屈ぬきに嬉しく思える瞬間であ

ったと思います。さて、この原動力となる思い

は、実は神戸ＹＭＣＡ中興の祖と言われる初代

理事長の村松吉太郎氏が最初に受け取ったこ

とにさかのぼります。 

彼は１８８７年、２１歳で貿易商を志し渡米し

ます。３年間の滞在中に、米国の先進的経済の

ありさまを見聞すると共に、教会に通い、異国

での礼拝出席を通じて自身の信仰を養ったと

されています。ニューヨークで生活していた吉

太郎がリバーサイド教会の入り口で、米国ＹＭ

ＣＡ主事であったロバート・マクバニー氏から

声を掛けられます。「ニューヨークで友達がい

ないならＹＭＣＡを訪ねてごらん」、吉太郎は

マクバニーの勧めでＹＭＣＡを訪ね、その青少

年活動に感激し、神戸でＹＭＣＡを再興する際

のインスピレーションを受け取ったとありま

す。 

ロバート・マクバニー氏が声をかけたその行動

の原点には、若者の成長に期待し、手を差し伸

べる思いがあったのだと想像します。ＹＭＣＡ

運動の原動力を再認識し、この感動を共感する

仲間を増やすことが私たちＹＭＣＡ運動の担

い手であるワイズメンバーの使命であると思

います。 
 

 

西宮･宝塚ＹＭＣＡリーダー会 加藤
かとう

 優子
ゆうこ

さん 

ワイズメンズクラブの皆さん、いつも西宮・宝

塚ＹＭＣＡリーダー会をご支援いただき、あり

がとうございます。５月１５日のピーターパン

の例会では、月見山へ行って自然と触れ合うこ

とを大切に、活動を行ってまいりました。当日

はとても天気が良く、青々とした草むらの中に、

昆虫がたくさん潜んでおり、メンバーもとても

興味津々でした。昆虫をうまく捕まえることが

できないお友達に対して、「こっちにいっぱい

虫いるから、一緒に捕まえよう！」と言って、

お友達のために昆虫を捕まえようとする姿を

見て、活動の中でお友達との関わりが深まって

いく様子を見ることができ、これからの子ども

たち同士の関わりや成長がいっそう楽しみに

なりました。また、ゴールデンウィークには、

六甲山山頂まで登り、有馬温泉に入る「マウン

ト六甲」というファミリープログラムが行われ

ました。メンバーの家族に甘えた様子や、いつ

もよりも張り切って頑張る様子など、普段の例

会では見られない一面を見ることができまし

た。また、家族で山に登ると、普段の例会と違

った楽しさがあり、家族の絆がより深まったよ

うに思います。これからも子どもたちにとって

良い活動ができるよう、リーダー一同、頑張っ

ていきたいと思いますので、ご支援の程よろし

くお願いいたしします。 
 
 
 
 
 

西宮ＹＭＣＡ 三島浩司メン 

先日、あるところで旧ドイツ軍のナチス親衛隊

員に関する話を目にしました。 
旧ドイツ軍人だった父親は、地域活動やボラン

ティア活動に参加するような人であった。その

父親が夜中にいつもうなされるのを心配した

娘が、父親の過去を調べると、ナチス親衛隊隊

員として強制収容所を担当し、鬼と呼ばれてい

たということが分かった。娘は父に「どうして

あなたみたいにいい人があのようなひどいこ

とが出来たの？」父親が答えた。「まず我々と
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彼らを分けた。後は簡単だった。」と。 
この度の東日本大震災に際して、世界中から

「あなた達と共にいます。」という心温まるメ

ッセージが送られてきました。けれども。一方

では、世界中で肌の色や民族、言葉、宗教等々、

お互いの違いを否定し合い、命の奪い合いまで

が行われています。私達の直ぐ傍にあるいじめ

も、遠く離れた国で行われている戦争も根っこ

は同じ様に感じます。どうしてこのような行い

をしてしまうのでしょうか。 
５月８日に１２５周年を迎えた神戸ＹＭＣＡ

は、「みんなのものが一つとなるために」との

願いを世界中のＹＭＣＡと共有しています。こ

れは、違うものを消しあって一つになるという

ことではなく、一人一人顔や声が違うように、

お互いに違いがあることを認め合った上で、神

様に似せられて作られたものとして、神様に感

謝するという思いを一つにするということだ

と思います。 
これまで神戸ＹＭＣＡを支えてこられた先人

と心を一つにして、神戸ＹＭＣＡの１２６年目

以降の歩みを強められればと思います。 
 
今後の予定 
１）神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園バザー 

この機会に是非お出かけください。 

日 時： ６月 ４日（土）11:00～15:00 

場 所：神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園 

※神戸市須磨区高倉台 

２）第２６回午餐会 

  仙台YMCA支援センター本部長の村井伸夫

さんを神戸にお招きし、仙台YMCAの活動か

ら見えてくるものについて学びますので、

是非 ご参加ください。 

日 時： ７月 ２日（土）12:00～14:00 

   場 所：神戸ＹＭＣＡ４Ｆ「サイコー亭」 

報告者：村井伸夫さん（仙台ＹＭＣＡ） 

会 費：１５００円（含：昼食代） 

申 込：神戸Y本部事務局(福井・藤井) 

TEL:０７８-２４１-７２０１ 

３）第23回チャリティーワインを味わおうの会 

  今回のチャリティーワインは東北の食材

とワインを味わうということをテーマに、

ポートピアホテルのソムリエ、岡本博文さ

んがセレクトしたワインと食事を楽しみ、

東北を応援する集いです。是非ご参加くだ

さい。 

   日 時：７月８日（金）18:30～20:30 

   場 所：神戸ＹＭＣＡ４Ｆ「サイコー亭」 

（神戸市中央区下山手4丁目1） 

参加費：６，０００円 

申 込：神戸Y ｳｴﾙﾈｽｾﾝﾀｰ学園都市(辻田) 

TEL：０７８-７９３-７４０１ 

 

 

            小野 勅紘メン 

５月のワイズ、ＹＭＣＡ行事は目白押しで 

多忙であった。その中でも目玉は神戸ＹＭＣＡ 

創立１２５周年記念行事であった。その式典の 

中でお会いした芦屋クラブの桑野会長を西宮 

クラブの５月例会にお誘いしたところ、芦屋 

クラブの例会への出席を勧められて参加した。 

  
芦屋クラブ第一例会で解説を交えて美声を披露する畑儀文さん 

５月１８日（水）会場は３年前に４クラブ納

涼合同例会を持った甲南山手の「ブルーミンメ
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ドー」であった。このレストランはNHKの朝ド

ラの撮影にも使用されたことのある洒落たス

ポットである。芦屋メンバーの渡辺倫子ウィメ

ンご夫妻のお店でもある。 

今月の例会は会費３０００円では大変贅沢 

でしかも高尚なコンサートであった。武庫川 

女子大学教授でもある畑儀文先生のピアノ弾 

語付きのスピーチ「うた島めぐり」シリーズ。 

畑先生は四国・中国地方、また九州の孤島の 

子供たちに歌を教えて回るというボランティ 

ア活動を続けておられます。  

この様子はNHK特集でも取り上げられ放映 

もされました。その教え子達が西宮芸術ホー 

ルに一同に会して合唱するまでこぎつげた。 

そういった様子を映像で流しながら、「から 

たちの花」「椰子の実」などを披露された。 

本格的クラシックを久しぶりに聞けて満足で 

あった。何人かのゲスト・ビジター達も大変 

満足されていました。会場と食事とその芸術 

性と三拍子そろった充実した例会であった。 

 因みに畑儀文先生はアメニティ２０００協

会の定期演奏会でもご奉仕されています。 
 

三 島 浩 司メン（保育園園長）
（西宮ＹＭＣＡ保育園だより５月号より）

５月の主題：感じる 
子ども達に「一番楽しいところはどこ？」と聞くと、

子ども達は口々に「保育園！」「ディズニーラン

ド！」等々、色々な答えが返ってきます。同じよう

に「一番嫌いなところは？」と聞くと、帰ってくる

返答の中に「保育園」や「ディズニーランド」が含

まれていることがあります。保育園は「大好きなお

友達や先生たちと遊べるところ」だと感じられる子

ども達は、保育園を「楽しいところ」だと感じます。

けれども、保育園は「お家の人と別れさせられると

ころ」だと感じる子ども達は、「嫌いなところ」だ

と感じます。同じようにディズニーランドで迷子に

なった子どもはディズニーランドを「嫌いなとこ

ろ」と感じるのではないでしょうか。４月、新しく

ＹＭＣＡ保育園に入園された子ども達や保護者の

皆さんは、新しい保育園や保育者、他の保護者など

との出会いや交わりに、大きな不安や戸惑いを感じ

て過ごしてこられたと思います。保育園での生活に

少しずつ慣れてくる中で、このような不安や戸惑い

といった感情が、少しずつでも喜びや期待といった

感情に変化し、保育園を「楽しいところ」と感じて

いただけるよう、私達保育者は「心」のアンテナを

しっかりと張って、子ども達や保護者の皆さんと

「心の触れ合い」を大切にしながら、共に新しい歩

みを更に進めて行こうと思います。また、五月晴れ

のこの季節、木々や花、鳥や昆虫など様々な生き物

が活発に活動を始めています。子ども達と共に、こ

の活気溢れる自然の中で思い切り遊び、自然から多

くのエネルギーを感じつついきいきと活動をして

行きたいと思います。１９７５年１２月２７日、

山陽本線須磨駅２番ホームで、お酒に酔ったお客

が線路へ転落し、新快速電車待避の為に１番線で

停車中だった普通電車の大山健一車掌（当時２５

歳）が助けようと線路へ降り、新快速電車にはねら

れてなくなるという事故がありました。事故後、高

校生となった私は、通学列車で毎日この須磨駅を通

り、線路脇に建てられた顕彰碑を見ながら、大山車

掌がどのような思いで線路に飛び込んだのだろう

と思うことがしばしばありました。今月の聖句の後

には「良い羊飼いは羊のために命を捨てる。」と書

かれています。この聖書の御言葉の通り、イエス様

は私達の罪の贖いのために十字架の上で命を捨てら

れました。これはイエス様から私達に注がれている

大きな愛の証です。病気や怪我でわが子の命が危な

いと知らされたとき、親は「自分の命に代えて、こ

の子の命を救ってください。」と祈らずにはおられ

ないと思います。ＹＭＣＡ保育園でも、「子ども達

のためには命をも捨てる。」覚悟をもって、イエス

様と共に「良い羊飼い」として、保護者の皆さんと

力を併せ、子ども達を守って生きたいと思います。

５月聖句：わたしは良い羊飼いである。 
（ヨハネによる福音書１０章１１節） 



   ８

 
 

楽団あぶあぶあ＆ミュージカルチーム

LOVE代表ひがしの ようこさん 

音を重ねる日々は心を重ねる日々に － 

4７  今月もお休み 
濵 浩一メン 

ワイズニュース  馬場 一郎 会長 

1. 六甲部長西宮クラブ公式訪問 

日時：2011 年 7 月 15 日(金)19：00～ 

2. 神戸・神戸西・神戸ポート・神戸学園

都市クラブ第 1 回合同納涼例会 

日時：2011 年 8 月 12 日(金)19：00～ 

場所：グリーンヒルホテル神戸 

会費：3,000 円 

3．第10回六甲部会 

  日時：2011年10月8日(土)13：15 

  場所：神戸 YMCA チャペルと ANA クラウン

プラザホテル 

（しあわせの村から変更） 

費用：7,000円 

 

 

（俳句）             山野 直行（小野勅
とも

紘
くに

） 

・雨蛙 大人
う し

の 煩
わずら

ひ 聞けもがな 

（もうすぐすると梅雨の季節を迎える。旧暦では５月はその梅雨の季節に入

っており、俳句の世界では初夏に当たる。梅雨の風物詩はやはりこの雨蛙で

はないだろうか。ケロケロと顔色変えずに鳴く様は正に殿様でもある。世の大

人（うし：貴人や学者などの敬称）たちが何かと頭を悩ませる時に、我関せず

と平然としている姿はまさにご大人の風格を醸している。それなら大人の悩

みも聞いてくれんかな。） 

・今はとて 夕凪
ゆうなぎ

過ぐる 松の島 

（かつて芭蕉が「松島やああ松島や松島や」と読んだかの有名な日本三大景

勝の「松島」も３００年の長きをおいて往時の見る影もない。その松島を夕凪

だけが過ぎていく。この景観はいつになったら元の通りななるのであろうか。

芭蕉も嘆いていることだろう。） 

・ 声聞こゆ 御影
み え い

沁
し

み入る 河鹿澤 

（小学校の林間学校といえば布引の雌滝と雄滝の中間にあった寺院「徳光

院」の境内であった。林の影で写生をしておやつを戴くとしばしの昼寝の時

間。仏の心に沁み入るように遠くで河鹿の鳴く声が心地よく聞こえてくる。日

がすっかり西に落ちる夕刻下山の途に着いた。） 

 
 
(近 2 ヶ月の予定表)            

 

編集後記 ブリテン委員長 山本 常雄  
今年度のブリテンも皆様のご協力によりまして、無事

最終回を迎えることになりましたことを厚く御礼申し上

げます。今年度は馬場会長のよきリーダーシップのもと、

又小野ＥＭＣ委員長のご努力もありまして、新人３名を

迎えることができ、また出席率 100％を５回も達成する

等非常に活性化した一年ではありましたが、会長ﾒｯｾｰｼﾞ

にもありますように、期半ばに発生しました東日本大震

災とそれに続く大津波・原電事故を被災された方々とど

のように向かい合うか、また西宮ＹＭＣＡが先駆けで全

国のＹＭＣＡに展開して行ったＬＤ教育支援プログラム

とどう関わって行くかと言った課題が継続審議となって

います。来年度も濵崎新会長のもと、会員一同結束して

これらの課題と取り組んで行きたいものです。 

※メーキャップ等にご活用下さい 


